
（団体名を記載）株式会社リサーチアンドソリューション
（提案タイトルを記載）災害時・平時に利用可能なクラウド地図情報管理

令和６年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案の概要

①提案によって解決する地方公共団体が抱える課題イメージ

災害発生時における情報共有をクラウド地図を用いてリアルタイムかつ一元管理的に情報集約を行うことができるサービスです。災害時はもちろん、平時における社会インフラ情報の管理にも利活用
できるシステムで、緊急時であっても日ごろから使い慣れたシステムであるためスムーズな運用が促進できることがメリットです。

インフラの維持管理・修繕等 / 災害対策・復旧を見据えたインフラ整備・維持管理 / 無電柱化 / スモールコンセッション / グリーンチャレンジ / その他（ ）

【分野】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

【手法】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託 / その他（ ）

様式１

問題①：災害情報の伝達が迅速化・一元化されない
災害時の調査結果報告は本庁、出先事務所、委託業者など関係者が多くなる傾向から情
報の迅速な伝達がしづらく、また連絡方法や報告様式が異なる場合、とりまとめの事務作業
も生じ、一元化にも課題が発生。

課題① クラウドで情報をリアルタイムに集中管理できる仕組みが必要

問題②：緊急時に専門のツールを使いこなすことができない
緊急用のツールは日ごろの災害訓練などでしか使われないケースが多いため、実際の災害時
では利用者が戸惑うケースが多い。さらに平時の情報とのリンクがなされていないと、災害の
Before/Afterの履歴管理や、災害後の情報整理などにも時間を要する。

課題② 平時でも普段利用できるツールが災害時にも役立つべき

■SOCOCA：日常的に利用できる情報収集のツールでありながら、
災害時も迅速に、一元的に情報管理ができるスキームの提案

SOCOCAを用いた情報管理の概要

民間業者

・損傷個所などの写真撮影
・GPSで自身の現在いる地点の取得
・損傷報告の入力

・現場からの報告をリアルタイムで
確認

・災害分布の確認や発災前の状況の
履歴確認。

平時

・日常の橋梁点検、写真データなど
を現場から直接入力
・報告資料作成の簡略化。

・インフラの状況の日常的な確認

・エクセル帳票で出力し、そのまま
報告資料して利用可能。

災害時

平時からインフラの維持管理情報データベースとして利用することができるため、道路維持管理含む包括
的民間委託を受けた業者並びに、職員の平時での情報共有ツールとして活躍。

民間業者

役所職員役所職員

一方で、災害が発生した場合には、同じシステムを使って災害情報の収集をすることができるため、平時
の情報との照らし合わせができるうえ、緊急時でも使い慣れたシステムなので運用に乗せやすいスキームを
ご提案することが可能です。

③課題解決のイメージ・効果

会社名（団体名） ：株式会社リサーチアンドソリューション
担当部署：営業部 東京営業グループ

担当者：青木 駆
連絡先（電話番号）：03-6311-8454

メールアドレス：aoki-k@rands-co.com

災害時の情報共有を迅速かつ一元管理的に集約させることで、伝達ロスやコストの
削減を実現。その後の情報管理、分析にもそのまま流用可能。
平時でも使えるシステムにすることにより、関係者各位の情報管理習熟度の向上が
見込まれる。

その他

令和6年能登半島地震における大手建設コンサルタント9社総出での大規模調査に
SOCOCAが利用されました。各社及び能登町役場職員がSOCOCAという共通の
サービスを利用することにより、スムーズな情報連携を実現することができました。
出展：日経XTECH
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02706/013100063/
■その他の災害関連導入事例自治体：北秋田市、花巻市 等


